
資料２-１ 
旭地区義務教育学校開校準備委員会（R4,6,14） 

 

 

旭学園開校に向けた取組 
 

 

美咲町立旭小学校・旭中学校             

 

 

１ 義務教育学校「旭学園」モデル 

（１）４－３－２年制の学年区分による教育 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）前期・中期・後期ステージでの目指す児童生徒像の設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）一貫教育モデル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◯一貫教育のポイント 

 ◆小学校課程 

  学年間で積み上げる指導 

 ◆中学校課程 

  教科間で共通した指導 

◯活用するツール 

 ◆保小中一貫表 

  旭っ子の身に付けたい力 

 ◆生活・総合の教育計画 

  （全体・年間） 
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２ 特色ある教育 

（１）キャリア教育のカリキュラム・マネジメントを基幹にした各種教育活動  

※別紙２「キャリア教育全体計画」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）郷土学習（生活科・総合的な学習の時間） 

・探究的な学び方を身に付け、ふるさと旭の創造と発展を主体的に考え行動する力 

を、段階的・系統的に育成する。   

・旭地区の自然、産業、課題、活性化に着目した学習 

   【１年】旭の自然に親しもう（上口地区里山、三休公園、昔遊び等） 

   【２年】旭の人について知ろう（町たんけん、野菜づくり、ものづくり等） 

   【３年】旭のよさを考えよう 旭探検／ぶどう作り／Iターン 

   【４年】旭のよさを考えよう 旭の林業／炭焼き／福祉 

   【５年】旭のよさや課題を考えよう 旭の米作り／大阪府岬町淡輪小との交流 

   【６年】旭のよさや課題を考えよう 旭の歴史・旭の今・旭の未来 

   【７年】旭のよさや課題を考えよう 旭地域の再発見 

   【８年】旭を活性させ、旭に貢献しよう 旭創造・ゆめ咲プロジェクト 

   【９年】旭を活性させ、旭に貢献しよう 

持続可能な社会の創り手として地域と自分の未来を拓く 

（３）英語教育 

・保育園～小学校～中学校の英語授業を一貫したカリキュラム 

・旭スタイル授業モデル（小学校段階：英語専科教員と担任、ＡＬＴ）で実施 

 ・その他の取組 

英語集会（小）、南オーストラリア州の小学校との交流（小） 

英語力を測る検定（小・中）、英語講座（中） 

 

（４）「旭っ子の身に付けたい力」（保小中一貫表）の活用 ※別紙「保小中一貫表」 

・保小中一貫表を活用した共通実践を行い、連続的・系統的に課題解決力、コミュニケー

ションスキル、言語能力、生活・学習習慣等を育成 
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（５）その他の取組 

①学校統合を見据えた時程の統一 

 ・小中共通 同時刻授業開始 ２校時 ３校時 ６校時 

   ・中学校  水曜日に６校時実施 

②教科担任制の先行実施（相互乗り入れ授業） 

 ・中→小 英語（３・４年：週１ｈ、５・６年：週２ｈ） 

        音楽（５年・６年）、体育（５・６年合体 ※小教員とのＴＴ）、 

数学（できる範囲で） 

   ・小→中 美術（中１～３年）、英語（中３ ※中教員とのＴＴ） 

③行事の一体化・児童生徒交流（ピアサポート） 

   ・合同行事等   運動会・体育祭、学習発表会・文化祭、 

メディアコントロール週間 

   ・ピアサポート  あいさつ運動（中→小）、読み聞かせ（中→小）、 

中学生体験（小５、６年） 

④学校運営協議会と地域学校協働活動との一体的推進（１年目） 

   ・小中で一つの組織（学校運営協議会・地域学校協働活動）として運営し、「地域と

もにある学校づくり」を推進 

 

３ 開校までのスケジュール 


